
イブラリーなど 図書館資料の利用により、市民が知る自由を享受し、より豊かな生活を送ることが出来るよう、自主的な学
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 習活動を支援し、幅広い学習機会を提供していく。
展開方向

○我孫子市民図書館所蔵の図書・雑誌・ＣＤ・カセットテープ、および我孫子市民図書館以外の図書館等施 ○資料の貸出・返却・配架、書架整理（通年）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
設より借入した資料の貸出・返却、資料の配架（返却された資料を棚に戻す）、書架整理（通年）  ○利用者登録　○予約（リクエスト）
○利用者の求める資料が貸出中か所蔵していない場合、予約を受けて利用者に提供するサービス（通年）  当該年度 ○書架案内等利用者援助、調査研究の援助（通年）
 ○利用者登録（通年） 執行計画 ○複写サービス（通年）

(3)事業内容 内　　容 ○書架案内等利用者援助、調査研究の援助、複写サービス（通年）   ○意見箱の設置・回答（通年）
○意見箱の設置、回答（通年） ○アビスタ本館・分館間の連絡車の運行（通年）
○アビスタ本館・分館間の連絡車の運行（通年） 年間貸出冊数 想定値 1,027当該年度

単位 千冊
活動結果指標 実績値 691

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 カウンターサービスを充実させ、利用増を図る。 直接 相談業務受付件数 件 32,836 32,900

令和 3年度 カウンターサービスを充実させ、利用増を図る。 直接 相談業務受付件数 件 32,950

令和 4年度 カウンターサービスを充実させ、利用増を図る。 直接 相談業務受付件数 件 33,000

（課題）嘱託職員のスキルアップ　（対応）研修への参加及び職員による個別指導
(7)事業実施上の課題と対応 （課題）臨時職員のスキルアップ　（対応）職員による個別指導 代替案検討 ○有 ●無

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）１６．３２人 47,029 会計年度任用職員報酬他（司書） 45,702 56,071 会計年度任用職員報酬他（司書） 46,387 会計年度任用職員報酬他（司書） 46,387
臨時図書整理員賃金他　７．６６人 13,035 16.55人 １７．４７人 １７．４７人
消耗品費 235 会計年度任用職員報酬他 10,815 会計年度任用職員報酬他 11,187 会計年度任用職員報酬他 11,187
研修旅費 27 （図書整理員）6.7人 （図書整理員）６．４人 （図書整理員）６．４人
燃料費 392 消耗品費 221 201 消耗品費 221 消耗品費 221
複写機サービス料 406 研修旅費 22 2 研修旅費 22 研修旅費 22
事務機器使用料（コピーリース料） 414 燃料費 406 345 燃料費 406 燃料費 406

実施内容 研修旅費（嘱託職員分） 8 複写機サービス料 403 241 複写機サービス料 403 複写機サービス料 403
施設備品購入費 65 事務機器使用料（コピーリース料） 414 414 事務機器使用料（コピーリース料） 414 事務機器使用料（コピーリース料） 414

(8)施行事項
費　　用 ※９月補正により、臨時図書整理員 研修旅費（会計年度任用職員分） 10 0 研修旅費（会計年度任用職員分） 10 研修旅費（会計年度任用職員分） 10

賃金他を増額。

予算(決算)額 合　　計 61,611 合　　計 57,993 57,274 合　　計 59,050 合　　計 59,050
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 61,611 57,993 57,274 59,050 59,050

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 3.88 3.94 3.94 3.83 3.83
正職員人件費 34,144 34,278 34,278 33,321 33,321

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 47,029 0 0 0 0
臨時職員賃金額 13,035 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 95,755 92,271 91,552 92,371 92,371
(11)単位費用

87.93千円／千冊 89.85千円／千冊 132.49
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

貸出は図書館の基本的、本質的なサービスであり、多くの市民が図書館資料を利用できる方法である。ゆえに、カウンタ ●①事前確認での想定どおり
ー業務は、多くの市民に読書の機会を提供するために重要である。また、利用者の「読みたい」「知りたい」「調べたい ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 」等の能動的な要求を具現化する予約（リクエスト）制度や調査研究のための援助（レファレンス）等は、市民の自主的 ○要
   背景は？(事業の必要性) な学習活動の充実には必要不可欠なサービスである。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、年度当初には臨時休館をし、その後感染症対策をしながら段階的に通常開館に
戻していったため貸出数は減少したが、市民の自主的な学習活動を支援するために必要不可欠なサービスであった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市が実施することで、図書や郷土資料の専門知識や経験を有した専門職員が確保され、市民の高度かつ多様なニーズに応
実現が図られる えることができた。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 日照時間や天候、気候の変化により、館内照明やエアコンを 窓の開閉や効率的な空調の使用により、快適な室内環境の向 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 調整し、外光や外気の取り込みなどにより節電に努める。ま 上に努めた。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している た、インターネット予約、館内ＯＰＡＣ予約を推進し、紙の また、ブラインドやカーテンの開閉や照明の点灯管理により

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している リクエストカードの削減を推進する。 館内照度の調整に努めた。 ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
32,836 32,900 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、臨時休館や予約本のみの受取など一部
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 26,396 80.23

の業務に限定して開館した時期があり、相談業務受付件数が減ったため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 92,271 3,484 91,552 99.22
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

3.64

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響により、臨時休館や予

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 約本のみの受取など一部の業務に限定して開館した時期

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 35.66 があり、相談業務受付件数が減ったため。

件 10万円 28.83 80.85

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
新型コロナウイルス感染症により、感染対策として臨時休館、開館時間の縮小等を行ったため、貸出数、相談業務受付数等は減少したが、今後
も資料費の確保に努めながら必要な資料を選定し、市民が学びたいときに学べる学習機会の充実に必要な事業であるため引き続き推進していく
。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1189 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 カウンターサービス（貸出・返却・予約・案内・調べもの・配架等） 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 15 人 (換算人数 3.94 人）
(1)事業概要

(当　初) 92,271 千円 (うち人件費 34,278 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ラ



リーなど ハンディキャップを持つ人の特性に合わせた幅広いサービスを提供することにより、学びたい時に学べる学
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 習機会を充実させる。
展開方向

○宅配サービス（身体の不自由な方へのサービス） ○宅配サービス（身体の不自由な方へのサービス）…申込受付時
○録音資料作成・郵送貸出サービス（目の不自由な方へのサービス） ○録音資料作成・郵送貸出サービス（目の不自由な方へのサービス）…申込受付時
○対面朗読サービス（目の不自由な方へのサービス） 当該年度 ○対面朗読サービス（目の不自由な方へのサービス）･･･申込受付時
○ファクシミリでのリクエスト受付（耳や言葉の不自由な方へのサービス）　　 執行計画 ○ファクシミリでのリクエスト受付（耳や言葉の不自由な方へのサービス）…申込受付時

(3)事業内容 内　　容 ○利用者掘り起し、ハンディキャップサービスのＰＲ ○利用者掘り起し、ハンディキャップサービスのＰＲ(通年）
○対面朗読室の貸出（アビスタ本館・布佐分館）

宅配、郵送、対面朗読各サービス年間利用件数（合計） 想定値 1,190当該年度
単位 件

活動結果指標 実績値 1,296

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 様々なハンディキャップを持つ人にも学習機会が持てるように環境を整え、利用増を図る。 直接 宅配、郵送、対面朗読各サービス年間利用件数（合計） 件 1,185 1,190

令和 3年度 様々なハンディキャップを持つ人にも学習機会が持てるように環境を整え、利用増を図る。 直接 宅配、郵送、対面朗読各サービス年間利用件数（合計） 件 1,195

令和 4年度 様々なハンディキャップを持つ人にも学習機会が持てるように環境を整え、利用増を図る。 直接 宅配、郵送、対面朗読各サービス年間利用件数（合計） 件 1,200

視覚や身体に障害のある人は、図書館を利用すること自体諦めてしまう場合がある。障害のある市民も図書館サービス（ハンデ
(7)事業実施上の課題と対応 ィキャップサービス）を利用できることを周知する必要がある。ＰＲを工夫し、個人個人に細やかに対応することで利用の増加 代替案検討 ○有 ●無

を目指さなければならない。

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）０．２７人 778 会計年度任用職員報酬他（司書） 994 953 会計年度任用職員報酬他（司書） 717 会計年度任用職員報酬他（司書） 717
市民スタッフ対面朗読担当報償費 64 0.36人 ０．２７人 ０．２７人
デイジー録音図書作成用他消耗品費 49 市民スタッフ対面朗読担当報償費 33 7 市民スタッフ対面朗読担当報償費 33 市民スタッフ対面朗読担当報償費 33

デイジー録音図書作成用他消耗品費 13 13 デイジー録音図書作成用他消耗品費 13 デイジー録音図書作成用他消耗品費 13

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 891 合　　計 1,040 973 合　　計 763 合　　計 763
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 891 1,040 973 763 763

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.31 0.3 0.3 0.31 0.31
正職員人件費 2,728 2,610 2,610 2,697 2,697

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 778 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,619 3,650 3,583 3,460 3,460
(11)単位費用

2.82千円／件 3.07千円／件 2.76
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

「障害者権利条約」が批准され、「障害者自立支援法」「改正障害者雇用促進法」「著作権法」（第37条　視覚障害者等 ●①事前確認での想定どおり
のための複製等）「障害者差別解消法」「著作権法の一部を改正する法律」「読書バリアフリー法」など、障害者に関す ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ る法の制定や改正がなされる中、ハンディキャップを持つ人が、多くの情報を収集し、学習・娯楽の機会を必要に応じて ○要
   背景は？(事業の必要性) 得られる事が重要である。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

　本事業は、ハンディがある人に対して、「知る権利」を保障するために、非常に必要性の高い事業であると考えられる 様々なサービスを提供することによって、ハンディキャップがある市民に対して、学びたいときに学べる機会を提供し、
。 「知る権利」を保障することができたため。
○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市民の誰もが公共図書館を利用できる権利の保障とプライバシーの保護のためには、市で実施する必要がある。
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 対面朗読は市民スタッフに、録音図書の作成は市内音訳ボラ 対面朗読は市民スタッフ、録音図書の作成は市内音訳ボラン ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り ンティアに、それぞれ担ってもらっている。 ティアと協働して実施した。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
1,185 1,190 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、対面朗読の実施回数は減少したが、影
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 1,296 108.91

響の少ない録音図書の郵送貸出数が増えたため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,650 △31 3,583 98.16
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

△0.86

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響により、対面朗読の実

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 施回数は減少したが、影響の少ない録音図書の郵送貸出

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 32.6 数が増えたため。

件 10万円 36.17 110.95

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、市民が学びたいときに学ぶことができる学習機会の充実という施策目標に則り、ハンディキャップがある市民に対し学習する機会を
提供できているため、今後も引き続き現状どおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1190 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 ハンディキャップサービス（図書館利用に障害がある方へのサービス） 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.3 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,650 千円 (うち人件費 2,610 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラ



級文庫活動を支援して、子どもたちの読書活動と市全体の読書環境の向上を
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 はかる。
展開方向

○学級文庫への貸出…市内小中学校（特別支援学級含む）１クラスにつき４０冊まで学期ごとに貸出をす　 ○学級文庫への貸出…各学期ごとに、貸出依頼のあった学級に対して、図書館が選定した図書、または　　
　　　　　　　　　　る。主に図書館で選定したものを提供する。 　　　　　　　　　　学級文庫の関係者が選定した図書を随時貸出する。
○各種団体への貸出…家庭文庫・読書会をはじめ、保育園、幼稚園、学童保育室、ボランティア団体、福祉 当該年度 ○各種団体への貸出…各団体の活動状況により依頼があった場合に随時貸出をおこなう。
　　　　　　　　　　施設などの各種団体に対し、２００冊まで２ヶ月の期間で貸し出す。 執行計画 ○読書会への貸出…随時（通年）

(3)事業内容 内　　容 ○読書会への十冊文庫の貸出…読書会に県立図書館の十冊文庫を提供する。１０冊、４週間。 ○庁内支援サービス…随時（通年）
○庁内支援サービス…市役所各課の政策立案・企画等に必要な図書館資料の貸出や情報提供を行う（図書・
　　　　　　　　　　雑誌40冊まで、期間1ヵ月。CD・カセットテープは10点まで、期間2週間） 年間団体貸出冊数 想定値 32,410当該年度

単位 冊
活動結果指標 実績値 15,800

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 図書館団体貸出制度をＰＲし、団体貸出冊数を増やす。 直接 年間団体貸出冊数 冊 32,396 32,410

令和 3年度 図書館団体貸出制度をＰＲし、団体貸出冊数を増やす。 直接 年間団体貸出冊数 冊 15,810

令和 4年度 図書館団体貸出制度をＰＲし、団体貸出冊数を増やす。 直接 年間団体貸出冊数 冊 15,820

学級文庫や学校における調べ学習の支援の依頼が増えたことにより、特定の分野で冊数が足りなくなる可能性や、登録や選書に
(7)事業実施上の課題と対応 かかる時間が長くなる可能性があるため、資料購入や人的配置に配慮する必要がある。また、学校と連携し、冊数や時期の調整 代替案検討 ○有 ●無

を図る必要がある。

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）0.45人 1,297 会計年度任用職員報酬他（司書） 967 927 会計年度任用職員報酬他（司書） 1,195 会計年度任用職員報酬他（司書） 1,195
0.45人 0.45人 0.45人

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 1,297 合　　計 967 927 合　　計 1,195 合　　計 1,195
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,297 967 927 1,195 1,195

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.28 0.28 0.28 0.28 0.28
正職員人件費 2,464 2,436 2,436 2,436 2,436

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,297 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 3,761 3,403 3,363 3,631 3,631
(11)単位費用

0.12千円／冊 0.1千円／冊 0.21
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市内には自主的に学習活動をおこなっている団体が数多くあり、学習内容も多岐にわたっている。それらの団体の学習ニ ●①事前確認での想定どおり
ーズに対応し支援をおこなうためにも本事業は必要と考える。また、学級文庫への貸出は、学校図書館だけでは不足しが ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ちな本を補填する意味で、子どもの読書環境を支援するために必要な事業である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

団体貸出サービスは、団体数・団体貸出冊数ともに一定のレベルを維持している。市内団体の自主活動や学校での子ども
の読書環境を支援するためにも必要な事業であった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる 　 □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市内で活動している各種団体の学習要望を把握し、適切に支援するためには、専門的な技術・知識・経験が必要であった
実現が図られる 。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 学級文庫や家庭文庫で使用する図書を市民が選ぶ場合は、適 市内で活動している各種団体が、学習活動に使用する図書を ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 宜アドバイスを行っている。また、時間的な制約などの理由 市民自ら選定する場合には、図書館員が適切なアドバイスを ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り で市民自ら図書の選定が困難な場合は、図書館職員が子ども 行っている。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している たちの成長に合わせ、適切な図書の選定を行っている。 ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
32,396 32,410 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、学級文庫の１学期分の貸出を中止し、
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 15,800 48.75

２学期から行ったため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 3,403 358 3,363 98.82
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

9.52

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響により、学級文庫の１

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 学期分の貸出を中止し、２学期から行ったため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 952.39

冊 10万円 469.82 49.33

３．事後評価

○現状どおり推進 ○拡充 ●縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
新型コロナウイルス感染拡大の影響により、団体貸出冊数が例年より減ってしまったが、市民の学習機会を充実させるために重要な事業である 近年、各学校図書館が充実しつつあることから、令和３年３月末をもって普通学級への学級文庫貸出サービスは終了することとする。特別支援
ため、今後も引き続き推進していく。学校への支援については、近年、各学校図書館が充実しつつあることから、学級文庫の貸出サービスを縮 学級については、学級それぞれの学習段階や児童の趣向にあった本を提供していく必要があると考え、団体貸出サービスを継続していく。家庭
小していく。 文庫・読書会などの市内の各種団体については、今後も引き続き、団体貸出サービスの利用の促進を図っていく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1193 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 施設・団体への貸出サービス 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.28 人）
(1)事業概要

(当　初) 3,403 千円 (うち人件費 2,436 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 市内団体の自主活動の援助。学



区にある図書館に来館しにくい地域に居住する市民（主に高齢者や、乳幼児連れの親子）に学習の
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 機会を提供していく。
展開方向

移動図書館の市内１４ステーション（10月から我孫子北ＳＴを追加）を定期的に巡回し、水・木・金の午後 ・令和２年度移動図書館そよかぜ号運行予定表による。
に１回あたり２０～６０分間開館する(荒天の場合は中止。祝日も巡回)。ＳＴでは図書の貸出・返却・予約 ・高齢者施設への配本（８施設）※月1回火曜日（３か月に１度の施設あり）
サービスを行う。また、高齢者施設への団体貸出業務やリサイクル資料の提供業務を行う。 当該年度 「めいと我孫子」「葵の園我孫子」「和楽園」「エスぺーロ」「アコモード」「デイサービス柴崎」「あお
より身近な図書館としての機能を発揮するため、利用減のステーションを中心により身近な図書館としての 執行計画 いの里我孫子ディサービス」「あおいの里我孫子特別老人ホーム）

(3)事業内容 内　　容 機能を発揮するため巡回場所の見直しを行う。現移動図書館車は車両更新後1８年が経過し、水漏れ修理、 ・小学校への巡回（対象は校内児童と教員）
パワーウインドウ作動不良（H24）、ブレーキ警告灯の異常（H23）、稼働中の車両故障（２週間程度稼働出 ・移動図書館車両の購入　
来なかった）、インジェクトポンプ交換（H30）等不具合が増えてきている。移動図書館車両の更新につい 年間ステーション巡回数 想定値 408当該年度
ては、宝くじ助成金の採択を条件に第10期実施計画で事業採択されたが、宝くじ助成金は不採択となった。 単位 回

活動結果指標 実績値 300新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して車両の購入を行う。

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ステーションの適正な配置と見直しを常に行い、利用者の増加を目指す。 直接 移動図書館巡回ステーション年間貸出冊数合計 冊 21,781 21,800

令和 3年度 ステーションの適正な配置と見直しを常に行い、利用者の増加を目指す。 直接 移動図書館巡回ステーション年間貸出冊数合計 冊 21,850

令和 4年度 ステーションの適正な配置と見直しを常に行い、利用者の増加を目指す。 直接 移動図書館巡回ステーション年間貸出冊数合計 冊 21,900

効果的な巡回が行えるように、利用状況等を参考にしながら、ステーションの設置場所や巡回時間を定期的に見直す必要がある
(7)事業実施上の課題と対応 。また移動図書館車そよかぜ号は平成１３年７月に車両を更新してから１８年が経過しており、水漏れ修理、バックドア修繕、 代替案検討 ○有 ●無

ブレーキ警告灯の異常等の不具合も増えてきた。安全運行のためにも更新が必要である。

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

図書館窓口業務委託料 10,399 図書館窓口業務委託料 10,989 10,989 図書館窓口業務委託料 12,209 図書館窓口業務委託料 12,209
燃料費 69 燃料費 74 58 燃料費 74 燃料費 74
看板設置委託料 173 看板設置委託料 147 86 看板設置委託料 182 看板設置委託料 182

（9月補正） ＊ 車両購入費（繰越分） 18,876
＊ 消耗品費（折り畳み式コンテナ85個） 145 144 ＊ 自動車損害保険料（繰越分） 32
＊ 車両購入費 18,876 0 ＊ 自動車重量税（繰越分） 18
＊ 自動車損害保険料 32 0

実施内容 ※移動図書館車の更新については、 ＊ 自動車重量税 18 0
一般財団法人自治総合センターの平成 ※9月補正のうち、車両購入費及び

(8)施行事項
費　　用 31年度コミュニティ助成事業の「共生 自動車損害保険料、自動車重量税を

の地域づくり助成事業」に応募して 令和3年度予算に繰越する。
いる（千葉県の窓口は千葉県総務部 （受注生産により、納車までに時間を
市町村課）。助成が決定した場合は、 要し、年度内の完了が困難なため）
車両更新費用のうち、最大1,000万円
までの助成が受けられる。

予算(決算)額 合　　計 10,641 合　　計 30,281 11,277 合　　計 31,391 合　　計 12,465
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 100 ％ 19,071 0 補助率 100 ％ 18,926 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 10,641 11,210 11,277 12,465 12,465

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 ■その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.24 0.21 0.21 0.24 0.24
正職員人件費 2,112 1,827 1,827 2,088 2,088

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 12,753 32,108 13,104 33,479 14,553
(11)単位費用

31.26千円／回 78.7千円／回 43.68
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市内には、３つの図書館が設置されているが、固定館に直接来館しにくい地域に居住する市民（主に高齢者や乳幼児連れ ●①事前確認での想定どおり
の親子）に対して、学習の場を提供するため、定期的に移動図書館を運行する必要がある。　 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ また、移動図書館車を車椅子も利用可能なリフトを装備したものに更新することにより、障害者の利用や、高齢者・障害 ○要
   背景は？(事業の必要性) 者施設への移動図書館車での巡回を推進し、子どもの読書活動を推進するため市内各学校へ巡回し貸出し等のサービスを ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

行うなど、活用の幅を広げることが可能。施設としての図書館の拡大が難しい現在、細かい分館網がない我孫子市では、 天候や新型コロナウイルス感染症の影響による巡回中止が多かったが、定期的に移動図書館車を運行し、アビスタ本館、
図書館に来館しにくい市民に図書を実際に積載し貸出し等のサービスを展開する移動図書館の活用は重要である。　　　 湖北台分館、布佐分館に来館しにくい高齢者や乳幼児連れの保護者に対して学習の場を提供できた。
○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 我孫子市の図書館サービスに適合するように、市が仕様書を

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 作成し、5月にプロポーザルを実施、より良い業者を選択し
□その他 　促進された た。また、定期的に業者と打ち合わせを行ない、移動図書館

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した においても我孫子市の図書館サービスのレベルが維持できる
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された ように主導した。 ○要
   あるか？

(理由) ■市が主導で進めることにより実効性が得られる ■⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 図書館市民スタッフによる野外おはなし会「そよかぜおはな 青山台ステーションで市民スタッフ（読書普及担当）による ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り しタイム」を２か所のステーションで定期的に行っている。 おはなし会「そよかぜおはなしタイム」を開催し、ステーシ ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ョンを訪れる乳幼児や保護者に対して絵本の読み聞かせを行 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している った。 ○要

工夫しているか？
●⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 移動図書館車が排出ガス規制に適合している。 移動図書館車は排ガス（Nｏｘ．ＰＷ）規制に適合している ●①想定どおり
□②生き物と共存している 。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
21,781 21,800 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、巡回回数が減ったものの、アビスタ本
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 19,965 91.58

館や湖北台分館、布佐分館に来館しにくい利用者が移動図書館を利用したため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 32,108 △19,355 13,104 40.81
■④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

地方創生臨時交付金を活用し、9月補正予算により移動図書館車を購入
することになったが、受注生産のため納車に至るまでに約10か月を要し

△151.77 、年度内の完了が困難であることから令和3年度に繰り越したため。

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響により、巡回回数が減

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 ったものの、アビスタ本館や湖北台分館、布佐分館に来

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 67.9 館しにくい利用者が移動図書館を利用したため。

冊 10万円 152.36 224.39

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
市内3地区の図書館に来館困難な市民の学習機会を保証するために重要な事業であるため

様

、安全運行に気をつけ

式

ながら、今後も引き続

第

き推進し
ていく。市と

３

委託業者が定期的に綿

号

密な打合せを実施し、

事

移動図書館のきめ細や

務

かなサービス提供に努

事

める。移動図書館車は

業

新型コロナウイル
ス感

評

染症対応地方創生臨時

価

交付金にて移動図書館

表

車を購入予定（納車は

（

令和3年度）。令和2

令

年度にステーションを

和

１か所新設したが、今

 

後もス
テーションの見

2

直しを行い、委託業者

年

と連携し事業を進めて

度

いく。

）

事業コード 1194 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 移動図書館業務(委託) 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.21 人）
(1)事業概要

(当　初) 14,292 千円 (うち人件費 1,827 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 32,108 千円 (うち人件費 1,827 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 市内３地



元へ出向き、読み聞かせや読書案内を行うことによって、市民の読書への関心を高め
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 、図書館の利用を促進させる。
展開方向

○出前講座…図書館では、「大人が楽しむおはなし会」（成人・高齢者向けに絵本や紙芝居の読み聞かせ, ○出前講座…「大人が楽しむおはなし会」（随時）
語りなどを行う）を設け、市民団体からの依頼に対し、市民スタッフが出向く。 ○職員派遣（随時）
○職員派遣…市民団体や学校などの講習会・学習会への職員の派遣等 当該年度 ○離乳食教室での乳児と保護者への読み聞かせ（月1回）
○離乳食教室での乳児と保護者への読み聞かせ…離乳食教室に参加する乳児とその保護者に対して、図書館 執行計画 ○出張おはなし会（随時）

(3)事業内容 内　　容 の紹介、赤ちゃん絵本の読み聞かせ、ブックリストの配布等を市民スタッフが行う。 ○市民スタッフ読書普及担当と修了生への研修（随時）
○出張おはなし会…学校等からの依頼により、おはなし会を行う。
○市民スタッフ読書普及担当と修了生への研修…図書館から知識と技術を学び、活動に生かす。 出前講座及び職員派遣先、出張おはなし会、離乳食教室での読み聞か 想定値 30当該年度

せの参加者数（年間） 単位 件
活動結果指標 実績値 8

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 多くの市民に読書の楽しさを感じてもらい、本や図書館に関心をもってもらう。 直接 出前講座及び職員派遣先、出張おはなし会、離乳食教室での読み聞か 件 8 30
せの参加者数（年間）

令和 3年度 多くの市民に読書の楽しさを感じてもらい、本や図書館に関心をもってもらう。 直接 出前講座及び職員派遣先、出張おはなし会、離乳食教室での読み聞か 件 31
せの参加者数（年間）

令和 4年度 多くの市民に読書の楽しさを感じてもらい、本や図書館に関心をもってもらう。 直接 出前講座及び職員派遣先、出張おはなし会、離乳食教室での読み聞か 件 32
せの参加者数（年間）

市民の読書への関心を高め、図書館の利用を促進させるために、図書館市民スタッフと協働し、読み聞かせや読書案内の内容等
(7)事業実施上の課題と対応 を充実させる必要がある。 代替案検討 ○有 ●無

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

市民スタッフ読書普及担当報償費 141 市民スタッフ読書普及担当報償費 140 42 市民スタッフ読書普及担当報償費 140 市民スタッフ読書普及担当報償費 140
消耗品費 11 消耗品費 7 7 消耗品費 7 消耗品費 7

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 152 合　　計 147 49 合　　計 147 合　　計 147
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 152 147 49 147 147

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.23 0.23 0.23 0.23 0.23
正職員人件費 2,024 2,001 2,001 2,001 2,001

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,176 2,148 2,050 2,148 2,148
(11)単位費用

2.01千円／人 71.6千円／件 256.25
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

近年、読書離れが危惧されており、いかに市民に読書に対して関心をもってもらうかが図書館の課題である。より多くの ●①事前確認での想定どおり
市民に読書への関心を持ってもらうためには、多くの乳幼児と保護者の集まる場所や市民団体等へ出向き、図書館案内や ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 読み聞かせ等をおこなうことが必要である。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

市民が集う施設へ赴き、読み聞かせ等を行うことにより、市民の読書への関心が高まった。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている 市の図書館員の手法や技術、知識や情報などを市民に提供し □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない ているため、市以外では実施困難である。 □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
■その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市民の読書に対する関心が高くなってきており、専門的な知識を持つ図書館員と市民スタッフが協働することにより、サ
実現が図られる ービスの水準を確保できた。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 職員講師の派遣先が、市民の勉強会・学校での読み聞かせボ 市民スタッフと協働して、絵本の読み聞かせや手遊びの実演 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ランティアの研修などの場であり、市民の自主的な活動を支 、本の紹介、図書館案内を行った。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り 援している。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
●④市民の自主的な活動と連携している また、任期を終えた市民スタッフ読書普及担当の修了生に対 ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 しては、子どもへの読書活動支援を自主的、継続的に行える ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他 よう「フォローアップ制度」を導入している。

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(件) 目標値(b)(件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
8 30 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、人が集まる行事の多くが中止となっ
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 8 26.67

た。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,148 28 2,050 95.44
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

1.29

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、人が集まる

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 行事の多くが中止となった。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.4

件 10万円 0.39 27.86

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、市民の読書への関心を高め、図書館利用を促進するために必要不可欠な事業であるため、今後も新型コロナウイルス感染症対策を施
しながら推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1195 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 読書普及活動（講師派遣・出前講座） 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.23 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,148 千円 (うち人件費 2,001 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 依頼された市民団体の



機会と発表の場を提供する。
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的
展開方向

します。
〇布佐分館における会議室の提供 〇布佐分館会議室（随時）
〇湖北台分館・布佐分館の館内壁面をミニギャラリーとして市民に提供し、学習成果の発表の場とする。 〇湖北台分館・布佐分館ミニギャラリー（毎月）

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

布佐分館会議室の利用回数 想定値 102当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 26

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市内で活動している団体等に積極的なＰＲをし、利用を増加させる。 直接 布佐分館会議室の利用回数（年間） 回 101 102

令和 3年度 市内で活動している団体等に積極的なＰＲをし、利用を増加させる。 直接 布佐分館会議室の利用回数（年間） 回 103

令和 4年度 市内で活動している団体等に積極的なＰＲをし、利用を増加させる。 直接 布佐分館会議室の利用回数（年間） 回 104

平成22年7月から布佐分館会議室を有料化したが、未利用の日もある。一層の利用を促進するためＰＲに努める必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 令和2年度に第一会議室にスポットライトを設置しギャラリーとしての利用の促進を図る。 代替案検討 ○有 ●無

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬等（３号）０．０６人 173 会計年度任用職員報酬他（司書） 166 159 会計年度任用職員報酬他（司書） 159 会計年度任用職員報酬他（司書） 159
0.06人 ０．０６人 ０．０６人

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 173 合　　計 166 159 合　　計 159 合　　計 159
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 173 166 159 159 159

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 0 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 0 □特会 ■受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.14 0.22 0.22 0.13 0.13
正職員人件費 1,232 1,914 1,914 1,131 1,131

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 173 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,405 2,080 2,073 1,290 1,290
(11)単位費用

10.41千円／回 20.39千円／回 79.73
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

生涯学習の場として、図書館内で学習やその成果の発表ができる会議室や展示スペースを提供することは必要である。ミ ●①事前確認での想定どおり
ニギャラリーについては、半年以上先まで展示の予約が済んでいる状況であり、必要性がある。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

布佐地区は、公民館未設置であることから、学習活動の場、地域活動の場として会議室は重要である。また、市民の学習
成果の発表の場として、図書館の壁面をミニギャラリーとして提供することは必要である。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 図書館内の会議室・展示スペースの貸出・提供であり、提供

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 主体として市以外は考えにくい。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(回) 目標値(b)(回) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(回) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
101 102 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、臨時休館の期間があったことや市民活
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 26 25.49

動の自粛などがあったため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 ■⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 2,080 △675 2,073 99.66
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

△48.04

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症の影響により、臨時休館の期

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 間があったことや市民活動の自粛などがあったため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 4.9

回 10万円 1.25 25.51

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
感染症対策を取りながら利用促進のためのＰＲに努め、今後も引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1197 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館会議室及び展示スペースの提供 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.22 人）
(1)事業概要

(当　初) 2,080 千円 (うち人件費 1,914 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー 市民の自主的な学習の



、多くの市民に図書館サービスを周知する。
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的
展開方向

します。
○我孫子市民図書館ホームページ作成…所蔵検索・行事案内・お知らせなど ○我孫子市民図書館ホームページ・館内特集コーナー・展示コーナー…年度当初に年間計画を立て通年実施
○館内特集コーナー…各図書館で毎月テーマを決め資料を展示○展示コーナー…アビスタガラス展示ケース ○広報あびこへの記事提供…「ミニギャラリー」、「図書館員が選ぶこの一冊」、事業の案内記事など
○広報あびこへの記事提供…「ミニギャラリー」、「図書館員が選ぶこの一冊」、事業の案内記事など 当該年度 ○事業ＰＲポスターチラシ作成
○事業ＰＲポスターチラシ作成 執行計画 ○図書館刊行物…「我孫子市の図書館」年１回２２０部、学齢別ブックリストの改訂、「たんた新聞」年４

(3)事業内容 内　　容 ○図書館刊行物の企画・編集・発行 回各５００部、
「我孫子市の図書館」、「男女共同参画図書リスト」、「たんた新聞」、年齢別・学齢別ブックリスト（「 ○読書推進用我孫子市民図書館オリジナル「読書ノート」配布
赤ちゃんと楽しむ絵本」「１・２年生用」「３・４年生用」「５・６年生用」「わたしたちがえらんだえほ ホームページの年間アクセス数 想定値 1,375当該年度
ん９９＋１」「ＳＴＥＰ（ティーンズ向け）」） 単位 千件

活動結果指標 実績値 1,061○読書推進用我孫子市民図書館オリジナル「読書ノート」配布

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ホームページの年間アクセス数を増やし、図書館の利用増につなげる。 直接 ホームページの年間アクセス数 千件 1,374 1,375

令和 3年度 ホームページの年間アクセス数を増やし、図書館の利用増につなげる。 直接 ホームページの年間アクセス数 千件 1,376

令和 4年度 ホームページの年間アクセス数を増やし、図書館の利用増につなげる。 直接 ホームページの年間アクセス数 千件 1,377

（課題）ホームページの作成に時間を要するので、作業時間の確保が必要。「たんた新聞」の企画・編集・印刷・製本には、ま
(7)事業実施上の課題と対応 とまった作業時間が必要である。 代替案検討 ○有 ●無

（対応）作成事務に専念するための時間の調整が必要である。

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）０．１１人 317 会計年度任用職員報酬他（司書） 276 265 会計年度任用職員報酬他（司書） 292 会計年度任用職員報酬他（司書） 292
事務用消耗品 45 0.1人 0.11人 0.11人
印刷製本費（図書館だより） 16 事務用消耗品 52 52 事務用消耗品 52 事務用消耗品 52

印刷製本費 15 15 印刷製本費（図書館だより） 15 印刷製本費（図書館だより） 15

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 378 合　　計 343 332 合　　計 359 合　　計 359
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 378 343 332 359 359

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.65 0.64 0.64 0.65 0.65
正職員人件費 5,720 5,568 5,568 5,655 5,655

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 317 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 6,098 5,911 5,900 6,014 6,014
(11)単位費用

5.22千円／千件 4.3千円／千件 5.56
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

インターネットや携帯電話を中心とした通信ネットワーク網の普及や高速大容量化などにより、図書館の活動をＰＲする ●①事前確認での想定どおり
上でホームページは非常に重要な位置を占めている。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 出版物・配布物は、図書館活動を市民に周知し、理解を深めてもらうために有効である。また、児童生徒向けの出版物は ○要
   背景は？(事業の必要性) 、読書の手がかりとなり、読書に対する関心を高めるために役立っている。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

図書館資料の予約受付総数の内、約７８％がホームページからのオンライン予約であり、図書等検索・予約サービスを含
む図書館ホームページに対する利用者のニーズの高さが確認された。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の ホームページの内容をリアルタイムに更新し、より多くの情報を発信するには、図書館の専門知識を持った職員が行う必
実現が図られる 要があるため。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている インターネットを活用することにより、ペーパーレス化を推 ホームページや館内ＯＰＡＣからのオンライン予約を普及促 ●①想定どおり
□②生き物と共存している 進している。 進し、ペーパーレス化を推進した。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(千件) 目標値(b)(千件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(千件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
1,374 1,375 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症拡大により,臨時休館や開館時間の短縮をしたため、
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 1,061 77.16

ホームページへのアクセス数も減少した。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 5,911 187 5,900 99.81
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

3.07

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症拡大により、臨時休館や開館

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 時間の短縮をしたため、ホームページへのアクセス数が

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 23.26 減少したため。

千件 10万円 17.98 77.3

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
図書館の情報提供及びＰＲにおいて、ホームページは有効な手段なので、今後も引き続き新規利用カード登録者などに対するホームページの利
用を促進するとともに、利便性の高いホームページになるよう努め、紙媒体による情報発信をも行いながら、全ての利用者に図書館事業をＰＲ
できるように、今後も引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1199 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館ＰＲ 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 6 人 (換算人数 0.64 人）
(1)事業概要

(当　初) 5,911 千円 (うち人件費 5,568 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー 図書館利用促進のためのＰＲ及び情報提供を行い



育を受け入れ、今後の進路や職業選択の際の目安や目標になるように支援する。
施策目的・

(2)目的 マとした学習事業を実施します。また、まちづくりを担う人材が育つよう、市民の自主的な学習活動を支援 事業目的 司書課程受講者の実習を受け入れ、図書館現場で、実務の研修を行う。
展開方向

します。 施設見学を受け入れ、生涯学習施設である図書館をPRする。
・小中学校のキャリア教育（職場体験実習等）を受け入れる。 ・小中学校キャリア教育受入（随時）
・主に大学生、高校生が対象であるインターンシップを受け入れる。 ・インターンシップ参加者受入（随時）
・司書課程受講者の実習を受け入れる。 当該年度 ・司書課程受講者受入（随時）
・教員が対象となっている社会奉仕体験活動を受け入れる。 執行計画 ・社会奉仕体験活動受入（７月、８月）

(3)事業内容 内　　容 ・その他施設見学、小学生の町探検、調べ学習での見学会は年間をとおして随時受け付ける。 ・施設見学・町探検等受入（随時）

アビスタ探検隊参加者・図書館見学等参加者・実習生受入人数の合計 想定値 1,110当該年度
（年間） 単位 人

活動結果指標 実績値 253

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 市民の自主的な学習活動を様々な機会を通してサポートしていく 直接 アビスタ探検隊参加者・図書館見学等参加者・実習生受入人数の合計 人 253 1,110
（年間）

令和 3年度 市民の自主的な学習活動を様々な機会を通してサポートしていく。 直接 アビスタ探検隊参加者・図書館見学等参加者・実習生受入人数の合計 人 260
（年間）

令和 4年度 市民の自主的な学習活動を様々な機会を通してサポートしていく。 直接 アビスタ探検隊参加者・図書館見学等参加者・実習生受入人数の合計 人 270
（年間）

図書館業務には専門的なものもあり、子どもが体験できる実習には限りがある。小学生には、施設見学を中心に、中学生以上に
(7)事業実施上の課題と対応 は、より実務的な体験ができるような実習プログラムを組む必要がある。 代替案検討 ○有 ●無

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）０．１２人 346 会計年度任用職員報酬他（司書） 359 344 会計年度任用職員報酬他（司書） 319 会計年度任用職員報酬他（司書） 319
0.13人 ０．１２人 ０．１２人

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 346 合　　計 359 344 合　　計 319 合　　計 319
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 346 359 344 319 319

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.09 0.1 0.1 0.11 0.11
正職員人件費 792 870 870 957 957

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 346 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,138 1,229 1,214 1,276 1,276
(11)単位費用

1.03千円／人 1.11千円／人 4.8
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

キャリア教育の導入により、市内中学校などからの実習生・ボランティア・インターンシップの受入要請がある。これら ●①事前確認での想定どおり
は、これから社会人として職業選択していく若者が仕事とはどのようなものかを体験できる貴重な機会であり、公共施設 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ として積極的に受け入れる必要がある。司書課程受講者の受け入れは、将来の図書館行政を担う人材の育成となる。また ○要
   背景は？(事業の必要性) 、施設見学においては社会教育施設の役割を知り、利用する人々の様子を見ることで、地域を知る第一歩の学習となる。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

これらをサポートしていくことは、公共施設の大きな役割のひとつとして重要である。 将来の進路や社会活動の参考となるように、中学生のキャリア教育、高校生や大学生のインターンシップ、施設見学等を
受入れ、若い市民が貴重な経験を得られる機会を創出できた。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている 各学校や市役所各課との調整も含まれ、市以外では実施困難 □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 各学校や市役所各課との調整も含まれ、市以外では実施困難

□提供主体が市しかない である。 □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 である。
■その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 職場体験や施設見学は、主に市民が対象である。 職業体験、施設見学、ボランティアは主に市民を対象として ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り いる。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(人) 目標値(b)(人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
253 1,110 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、多くの学校が見学やボランティア、
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 253 22.79

職業体験を中止としたため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,229 △91 1,214 98.78
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

△8

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、多くの学校

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 が見学やボランティア、職業体験を中止としたため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 90.32

人 10万円 20.84 23.07

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
将来の進路や職業選択の参考となるよう若い市民を支援していくことは必要であるため、新型コロナウイルス感染症対策を施した上で、今後も
現状どおり推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1200 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 実習生受入れ・施設見学（一般・児童・生徒） 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 0.1 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,229 千円 (うち人件費 870 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51102 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動がまちづくり活動として発展していくよう、市民ニーズの高い社会や地域の課題などをテー 中学生のキャリア教



市民の利便性を強化していく。
施策目的・

(2)目的 施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近な場所で学習がで 事業目的
展開方向

きるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地し、老朽化への対応が急が
図書館の情報化推進について以下のことを行う ・図書館電算システム・事務機器等の運用及び日常的トラブルへの対処
・図書館電算システム・事務機器等の運用及び日常的トラブルへの対処 ・書誌データ管理・作成
・書誌データ管理・作成 当該年度 ・館内ＯＰＡＣ（利用者検索コンピュータ）の運用　 ・外部有料データベースの運用
・館内ＯＰＡＣ（利用者検索コンピュータ）の運用 執行計画 ・次期図書館電算システムの検討

(3)事業内容 内　　容 ・外部有料データベースの運用 　債務負担行為設定、契約、予算要求
・次期図書館電算システムの検討（令和３年度入れ替え） 　業者と要件定義等の確認
　　令和２年度　債務負担行為設定、契約、予算要求 インターネット及び館内検索コンピュータからの予約（リクエスト） 想定値 100当該年度
　　令和２年度～３年度　要件定義・設計・構築　等 受付件数（年間） 単位 千件

活動結果指標 実績値 94　　令和４年１月～　運用開始

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 ＷＥＢ及び館内ＯＰＡＣからの予約を利用者に浸透させ、これらシステムからの図書館資料の予約数を増やす 直接 インターネット及び館内検索コンピュータからの予約（リクエスト） 千件 99 100
受付件数（年間）

令和 3年度 ＷＥＢ及び館内ＯＰＡＣからの予約を利用者に浸透させ、これらシステムからの図書館資料の予約数を増やす 直接 インターネット及び館内検索コンピュータからの予約（リクエスト） 千件 101
受付件数（年間）

令和 4年度 ＷＥＢ及び館内ＯＰＡＣからの予約を利用者に浸透させ、これらシステムからの図書館資料の予約数を増やす 直接 インターネット及び館内検索コンピュータからの予約（リクエスト） 千件 102
受付件数（年間）

〔課題）情報政策課・指導課・業者と連携をとりながら、図書館電算システムの導入・ネットワーク化および運用について確実
(7)事業実施上の課題と対応 に行っていく必要がある。 代替案検討 ○有 ●無

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

書誌データ使用料 467 書誌データ使用料 471 471 書誌データ使用料 471 書誌データ使用料 471
消耗品（利用券） 103 消耗品（利用券） 105 94 消耗品（利用券） 105 消耗品（利用券） 105
新システム導入準備 ＊ 市民図書館システム提供業務委託料 ＊ 市民図書館システム提供業務委託料 8,178 ＊ 市民図書館システム提供業務委託料 32,712

【債務負担】3年～8年　163,560千円
※市民図書館システム提供業務事業
について、10月にプロポーザルを実施
し、特定した受託者と契約を結んだ。

実施内容 令和3年度のシステム更新に向けて、
図書館と業者で協議を行っている。

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 570 合　　計 576 565 合　　計 8,754 合　　計 33,288
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 570 576 565 8,754 33,288

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.71 0.58 0.58 0.84 0.84
正職員人件費 6,248 5,046 5,046 7,308 7,308

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 6,818 5,622 5,611 16,062 40,596
(11)単位費用

68.87千円／千件 56.22千円／千件 59.69
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

社会の動きが速い中、市民の生涯学習に対する意欲はますます高まっており、図書館にもより高度で迅速なサービスが求 ●①事前確認での想定どおり
められている。インターネットの活用はもとより、有料データベース等電子情報の活用により、大規模図書館の情報提供 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 力に近づけていく必要性がある。また、令和３年１２月末に電算システムの包括委託が終了する。次回更新では、提案型 ○要
   背景は？(事業の必要性) 公共サービス民営化制度で採択された教育ICT基盤を有効活用して市民図書館と学校図書館の電算システムを共同で導入 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

、ネットワーク化することにより、コストの削減、市民の利便性の向上、学校における子どもの学校図書館の利用促進に 市民の高度なレファレンス（調べもの）に対応するためには、インターネット、データベースの利用は不可欠であった。
繋がり、事業の必要性は高い。 図書館電算システムを的確に運用することにより、市民の利便性が向上した。
○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 図書館が管理する電算システムであるため、民間の参入は難しい。
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ＷＥＢ－ＯＰＡＣ、館内ＯＰＡＣの導入により、ペーパーレ インターネット予約、館内検索コンピュータ予約を推進し、 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ス化に貢献している。 ペーパーレス化に努めた。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(千件) 目標値(b)(千件) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(千件) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
99 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

インターネット及び館内検索コンピュータからの予約が利用者に浸透したため。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 94 94
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 5,622 1,196 5,611 99.8
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

17.54

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 1.78

千件 10万円 1.68 94.38

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
高度なレファレンス（調べもの）に的確に対応してくために、外部データベースの導入及びインターネットの活用は必要である。また、図書館
電算システムを整備していくことは、市民サービスの向上につながり、現状どおり推進していくべきである。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1202 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館の情報化推進 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成18年度 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.58 人）
(1)事業概要

(当　初) 5,622 千円 (うち人件費 5,046 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51103 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設の充実や、学習の拠点 図書館の情報化を推進し、



環境整備に努め、施設・設備の維持管理を適正に行い、安全で快適な読書環境を実現する。
施策目的・

(2)目的 施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近な場所で学習がで 事業目的
展開方向

きるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地し、老朽化への対応が急が
・図書館（アビスタ本館、湖北台分館、布佐分館）施設の修繕、設備等保守点検、清掃の管理、施設・設備 １．施設維持管理のため、次のとおり、委託する。
の改修工事等 　　①清掃委託（湖北台分館、布佐分館）

当該年度 　　②草刈委託（布佐分館）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
執行計画 ２．年間を通じて日常的に安全点検を実施し、危険個所は速やかに改修する。

(3)事業内容 内　　容 ３．布佐分館の手洗い場（8か所）の蛇口を自動水栓化する（新型コロナ対応地方創生臨時交付金活用）。
４．新型コロナ対応として、換気のための湖北台分館・布佐分館の網戸の設置（予備費）
施設管理箇所数 想定値 3当該年度

単位 箇所
活動結果指標 実績値 3

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 施設の環境整備に努め安全性を確保する。 直接 施設の安全性達成率（修繕実施個所／安全確保のための必要修繕個所 % 100 100
）

令和 3年度 施設の環境整備に努め安全性を確保する。 直接 施設の安全性達成率（修繕実施個所／安全確保のための必要修繕個所 % 100
）

令和 4年度 施設の環境整備に努め安全性を確保する。 直接 施設の安全性達成率（修繕実施個所／安全確保のための必要修繕個所 % 100
）

各施設は老朽化が著しいため、修繕の必要が生じた際、緊急度に応じて速やかに対応をする必要がある。ただし、施設・設備の
(7)事業実施上の課題と対応 修繕については、「公共施設等総合管理計画」等市の方針に沿って、関係課と連携し、優先順位も勘案しながら、検討を進めて 代替案検討 ○有 ●無

いく。

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

電算保守委託料 369 電算保守委託料 372 372 電算保守委託料 372 電算保守委託料 372
修繕料 100 修繕料 100 86 修繕料 100 修繕料 100
施設修繕費 200 施設修繕費 733 601 施設修繕費 566 施設修繕費 566
火災保険料 20 火災保険料 20 20 火災保険料 20 火災保険料 20
清掃委託料 5,350 清掃委託料 5,345 5,155 清掃委託料 5,345 清掃委託料 5,345
嘱託職員報酬他（３号）０．１０人 288 会計年度任用職員報酬他　司書0.1人 276 265 会計年度任用職員報酬他（司書） 212 会計年度任用職員報酬他（司書） 212
草刈委託料 490 草刈委託料 490 468 0.08人 0.08人

実施内容 水道局施設使用料 2,267 水道局施設使用料 2,287 2,287 草刈委託料 490 草刈委託料 490
駐車場賃借料 432 駐車場賃借料 504 432 水道局施設使用料 2,287 水道局施設使用料 2,287

(8)施行事項
費　　用 駐車場補修材料費 37 消耗品費 37 37 駐車場賃借料 504 駐車場賃借料 504

駐車場補修材料費 37 37 消耗品費 37 消耗品費 37
布佐分館スポットライト設置工事費 150 150 駐車場補修材料費 37 駐車場補修材料費 37

＊ 工事請負費（布佐分館手洗自動水栓） 1,265 1,131 ＊ アビスタ本館床面改修 1,257 ＊ アビスタ本館床面改修 2,068
＊ 湖北台分館網戸設置工事費 132 132 ＊ 布佐分館屋根防水工事（設計） 1,534 ＊ アビスタ本館空調機取替工事 737
＊ 消耗品費（布佐分館網戸設置用） 14 14 ＊ 布佐分館外壁改修工事 900 ＊ 布佐分館屋根防水工事（改修） 15,344

※9月補正により、布佐分館の手洗い場 ＊ 布佐分館昇降機改修工事 1,320 ＊ 布佐分館外壁改修工事 9,000
を自動水栓化する。 ＊ 布佐分館自動扉開閉装置改修工事 678 ＊ 布佐分館昇降機改修工事 13,200
※予備費で、分館の網戸を設置する。 ＊ 布佐分館トイレ改修工事 5,173 ＊ 布佐分館窓改修工事 5,929
※2月に看板設置委託料から施設修繕
料（布佐分館笠木修繕）へ流用。

予算(決算)額 合　　計 9,553 合　　計 11,762 11,187 合　　計 20,832 合　　計 56,248
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 1,265 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 8,033 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 9,553 10,497 11,187 12,799 56,248

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.54 0.53 0.53 0.54 0.54
正職員人件費 4,752 4,611 4,611 4,698 4,698

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 288 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 14,305 16,373 15,798 25,530 60,946
(11)単位費用

4,768.33千円／箇所 5,457.67千円／箇所 5,266
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

図書館としての機能を充実させ、図書館利用者に快適な環境を提供するためには施設の適正な維持管理が必要である。 ●①事前確認での想定どおり
○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

日常の施設の保守点検・維持管理、急遽生じた箇所（布佐分館漏電、布佐分館誘導灯、布佐分館笠木設置）の修繕に努め
、長寿命化計画に沿った布佐分館の修繕、新型コロナウイルス感染症拡大防止のための分館網戸設置を行った。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が管理責任者としての責任を果たした。

■提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 室温、照度等を定期的にチェックし、快適な図書館環境の維 室温・照度等を定期的にチェックし、節電を心掛けるととも ●①想定どおり
□②生き物と共存している 持と省エネルギーの両立を図る。 に、布佐分館においては緑のカーテンを実施した。 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(%) 目標値(b)(%) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(%) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
100 100 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

施設・設備の保守点検と維持管理を的確・迅速に行い、安全性を確保した
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 100 100
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 16,373 △2,068 15,798 96.49
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

布佐分館会議室にスポットライトを設置し、絵画展示等にも幅広く活用、会議室
の利用促進を図り、使用料収入増を目指す。

△14.46

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.61

% 10万円 0.63 103.28

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
今後とも、施設の環境整備に努め、安全で快適な読書環境を市民に提供していく必要があるため、引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1204 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 ■政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館施設・設備維持管理 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 7 人 (換算人数 0.53 人）
(1)事業概要

(当　初) 14,795 千円 (うち人件費 4,611 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 16,373 千円 (うち人件費 4,611 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51103 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設の充実や、学習の拠点 施設の



に管理することで書架を新鮮に保ち、適確な資料提供を行い、図書館
施策目的・

(2)目的 施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近な場所で学習がで 事業目的 サービスの向上を図る。
展開方向

きるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地し、老朽化への対応が急が
市民の利用に供するため、次のとおり図書館資料の管理を行う。 ①発注・・・選定作業後伺いを作成し、決裁後に電算及び発注書による発注（週１回）を行う。
①発注は、リクエスト、新刊・基本図書等を選定して行う。選定作業後、決裁を経て毎週発注する。 ②受入・・・購入資料は週１回本館納品。検品・データ等確認後、補助装備を施す。寄贈資料の受入実施。
②受入は、アビスタ本館において、納品された資料を検品し、電算による受入作業を行う。各分館では補助 当該年度 ③除籍・書庫入れ・督促・弁償手続き・修理・買い換え・データ管理（随時）、リサイクル資料の提供（日
的な装備を加え、置き場所等を考慮して書架に出す。 執行計画 程未定）

(3)事業内容 内　　容 ③除籍、書庫入れ、延滞資料の督促、汚破損・紛失資料の弁償手続き、リサイクル資料の市民への提供、汚 ④延滞防止のための「マナー向上キャンペーン」の実施。長期延滞利用者を貸出予約停止にする。  
破損資料の修理及び買い換え、資料の移動に伴うデータの管理、蔵書点検を行う。
④督促の効果が上がるように、延滞防止のためのキャンペーンを実施する。また、長期延滞利用者に対する 所蔵資料数（図書・雑誌・ＡＶ資料） 想定値 442当該年度
貸出・予約停止を行う。 単位 千点

活動結果指標 実績値 435

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 所蔵資料の適正な管理を行う。 直接 所蔵資料数（図書・雑誌・ＡＶ資料）に対する2年連続不明資料の割 ％ 0.12 0.13
合

令和 3年度 所蔵資料の適正な管理を行う。 直接 所蔵資料数（図書・雑誌・ＡＶ資料）に対する2年連続不明資料の割 ％ 0.11
合

令和 4年度 所蔵資料の適正な管理を行う。 直接 所蔵資料数（図書・雑誌・ＡＶ資料）に対する2年連続不明資料の割 ％ 0.1
合

（課題）各館とも書庫スペースには限りがあり、資料保存の限界にきている。
(7)事業実施上の課題と対応 （対応）これまでも適切な除籍を行ってきたが、より一層保存資料の精査に努め、より市民に利用されやすい魅力ある蔵書構成 代替案検討 ○有 ●無

　　　　を考えていく必要がある。市民や関連施設等へのリサイクル資料の提供など、資料の有効活用に努める。

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬等（3号）4.23人 12,190 会計年度任用職員報酬他（司書） 12,233 15,020 会計年度任用職員報酬他（司書） 10,302 会計年度任用職員報酬他（司書） 10,302
臨時図書整理員賃金等　2.05人 3,489 4.43人 3.88人 3.88人
消耗品費 656 会計年度任用職員報酬他 2,906 会計年度任用職員報酬他 2,534 会計年度任用職員報酬他 2,534
補修製本委託費 44 （図書整理員）1.8人 （図書整理員）1.45人 （図書整理員）1.45人
資料装備委託費 2,075 消耗品費 617 616 消耗品費 617 消耗品費 617
マークデータ委託料 2,681 補修製本委託費 43 43 補修製本委託費 43 補修製本委託費 43
※９月補正により、臨時図書整理員 資料装備委託費 2,066 1,782 資料装備委託費 2,066 資料装備委託費 2,066

実施内容 賃金他を増額。 マークデータ委託料 2,419 2,417 マークデータ委託料 2,419 マークデータ委託料 2,419

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 21,135 合　　計 20,284 19,878 合　　計 17,981 合　　計 17,981
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 21,135 20,284 19,878 17,981 17,981

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 2.53 1.88 1.88 2.47 2.47
正職員人件費 22,264 16,356 16,356 21,489 21,489

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 12,190 0 0 0 0
臨時職員賃金額 3,489 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 43,399 36,640 36,234 39,470 39,470
(11)単位費用

98.19千円／千点 82.9千円／千点 83.3
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

資料を的確に選定・発注・受入・管理することで、市民の要求に迅速・確実に応えることが出来る。これは、市民の自主 ●①事前確認での想定どおり
的な学習活動を支援するために、必要である。 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

選定・発注・受入を的確に行い、共同書庫と各館の除籍を進めた結果、利用者の要求に素早く対応できる書架づくりがで
きた。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 資料の除籍には、専任司書の長年の経験と専門的な技術が必

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 要である。新刊書の選書購入、寄贈書の受入、書庫入れ、除
□その他 　促進された 籍、延滞資料の督促、破損資料の修繕、蔵書点検作業を一連

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した の業務とした結果、市民が利用しやすい図書館環境の整備、
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された 提供ができた。 ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当無し

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 保存年限の切れた物、図書館が不要と判断した資料について 保存期限の切れた新聞・雑誌、利用が見込めず不要と判断さ ●①想定どおり
□②生き物と共存している は、リサイクルとして市民に還元、もしくは小学校や保育園 れた図書資料、市民から寄贈を受けた資料のうち図書館が受 ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している 等の関連施設へ移管するなどしている。資料として再利用が け入れをしなかったものの一部を、ブックリサイクルとして

環境に配慮して事業を進めて
■④環境負荷低減に貢献している 困難と判断されたものに関しては、再生資源として有効なも 市民に提供した。 ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 の、焼却が妥当なものに分離して処分している。 アビスタ本館：4,372冊 ●不要

湖北台分館：　4,260冊
＜その他の内容＞ 布佐分館：　　3,366冊

効
　
率
　
性

現況値(a)(％) 目標値(b)(％) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(％) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (b/f×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0.12 0.13 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

書庫の除籍・整備等が進み、図書館全体の資料管理が容易となった。
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 0.12 108.33
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 36,640 6,759 36,234 98.89
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当無し

15.57

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ●②目標値と同程度

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (e/h)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.35

％ 1億円 0.33 106.06

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
新刊書の選定・受入、資料の書庫入れ除籍を連動させることにより、図書館環境の整備が図れる。併せて、資料の修繕、延滞利用者への啓もう
、リサイクル事業等を通して図書館サービスの向上に努めることが重要であり、今後も引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1205 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館資料管理 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 12 人 (換算人数 1.88 人）
(1)事業概要

(当　初) 36,640 千円 (うち人件費 16,356 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51103 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設の充実や、学習の拠点 購入と除籍等を通じて所蔵資料を適正



県内市町村立図書館・国会図書館・大学図書館など関係機関と連携して、図書資料の相互
施策目的・

(2)目的 どを進めて、生涯学習振興に関する行政施策を総合的に推進します。また、学習に関する情報提供、相談体 事業目的 貸借及び図書館の相互利用を行い、市民の幅広いニーズに応える。
展開方向

制の充実を図るとともに、他の自治体や市民団体、大学、研究機関、企業などとの連携を強化するなど、市
○県立図書館巡回車による県内図書相互貸借業務・文献等複製物の相互取り寄せ ○相互協力事務担当者会議（年１回）　○相互貸借申込み（通年、随時）　
○市内大学との連携による利用紹介状発行・図書相互貸借業務・文献等複製物の相互取り寄せ ○課題解決支援サービス研修会（年１回）○図書館運営相談（年１回）○千葉県立図書館巡回車（週１回）
○全国大学図書館利用紹介状発行 当該年度 ○千葉県公共図書館協会「総会（年１回）、館長会議（年１回）、第３ブロック会議（年１回）、研修委員
○国会図書館・大学図書館・県外公共図書館との図書相互貸借業務・文献等複製物の相互取り寄せ 執行計画 会等担当者会議（未定）」

(3)事業内容 内　　容 ○統計・調査事務 ○統計・調査業務　○市内大学との打合せ(適宜)

年間相互貸借冊数（県外図書館からの借入数・県外図書館への貸出数 想定値 8,000当該年度
・県内図書館からの借入数・県内図書館への貸出数） 単位 冊

活動結果指標 実績値 7,049

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 千葉県立図書館・県内市町村立図書館・国会図書館・全国大学図書館など関係機関と連携して、資料の相互貸借を活発に行い、 直接 年間相互貸借冊数 冊 6,326 8,000
より多くの図書館資料を貸し借りする。国立国会図書館および県外類縁機関との相互協力に関し、郵送料が利用者負担となった

令和 3年度 千葉県立図書館・県内市町村立図書館・国会図書館・全国大学図書館など関係機関と連携して、資料の相互貸借を活発に行い、 直接 年間相互貸借冊数 冊 7,000
より多くの図書館資料を貸し借りする。国立国会図書館および県外類縁機関との相互協力に関し、郵送料が利用者負担となった

令和 4年度 千葉県立図書館・県内市町村立図書館・国会図書館・全国大学図書館など関係機関と連携して、資料の相互貸借を活発に行い、 直接 年間相互貸借冊数 冊 7,100
より多くの図書館資料を貸し借りする。国立国会図書館および県外類縁機関との相互協力に関し、郵送料が利用者負担となった
市民の幅広く奥深い要求にこたえるためにも、関連機関との資料の相互貸借は重要である。毎週県内から１００件～１３０件の

(7)事業実施上の課題と対応 借入を受けており増加傾向にある。処理作業には、人手と時間がかかっていることから、正確でスピーディーな処理が求められ 代替案検討 ○有 ●無
る。

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）０．６５人 1,873 会計年度任用職員報酬他（司書） 1,878 1,800 会計年度任用職員報酬他（司書） 1,726 会計年度任用職員報酬他（司書） 1,726
事務用消耗品 11 0.68 ０．６５人 ０．６５人
普通旅費 12 事務用消耗品 12 11 事務用消耗品 12 事務用消耗品 12

普通旅費 11 9 普通旅費 11 普通旅費 11

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 1,896 合　　計 1,901 1,820 合　　計 1,749 合　　計 1,749
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 1,896 1,901 1,820 1,749 1,749

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.27 0.36 0.36 0.37 0.37
正職員人件費 2,376 3,132 3,132 3,219 3,219

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,873 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 4,272 5,033 4,952 4,968 4,968
(11)単位費用

0.5千円／冊 0.63千円／冊 0.7
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

市民の自主的・主体的な生涯学習活動が活発になってきており、比較的専門性の高い資料要求や、多様な学習ニーズに応 ○①事前確認での想定どおり
えるためには、自館所蔵の資料だけでは不充分になってきている。国立国会図書館、県立図書館や他市町村立図書館をは ●②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ じめ、大学図書館・県外公立図書館・専門図書館等と連携をとり、多種多様な資料提供・情報提供を可能にすることは、 ○要
   背景は？(事業の必要性) 近年極めて重要視されているサービスである。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

新型コロナウィルス蔓延に伴い、全国の図書館や類縁機関等に休館や一部利用制限が発生したため、資料の提供が不十分
であった。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市民の多種多様な学習ニーズに応えるため、図書館司書には

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 専門知識の積み重ねと、資料の検索・捜索能力が重要である
□その他 　促進された 。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した また、国立国会図書館及び県外図書館、類縁機関等と連携・
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された 協力をすることにより、安定的なサービスが提供できる。こ ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された のため市が継続して図書館運営を担っていく必要がある。 ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (b/f×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
6,326 8,000 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウィルス蔓延に伴い、不要不急の外出を控えた結果、普段図書館を利
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 6,326 126.46

用しない層の利用が増えた。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 5,033 △761 4,952 98.39
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

△17.81

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウィルス蔓延という想定外の事象により、普

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 段図書館を利用しない層の利用が増えた。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (e/h)×100 ●不要
   (目標対費用) 158.95

冊 10万円 127.75 124.42

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
市民の多種多様な学習ニーズに応えるため、全国の図書館や類縁機関等との連携協力は必要不可欠である。資料費の効率的な運用にも効果的な
サービスであり、今後も継続し推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1208 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ●無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 市外図書館・大学・関係機関との連携協力 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 4 人 (換算人数 0.36 人）
(1)事業概要

(当　初) 5,033 千円 (うち人件費 3,132 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51201 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動を活発にするため、市が行う生涯学習関連事業の体系化や事業内容の充実、情報の共有化な 千葉県立図書館・



、高校生、大学生および一般成人を対象として、市民生活・生涯学習に役立つ図書館サービスを行う
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 。出版情報や社会状況、市民要求を的確に把握して資料選定を行い、資料を提供する。
展開方向

○一般書・逐次刊行物・ティ-ンズ資料の選定及び提供 ○一般書・逐次刊行物・ティーンズ資料の選定及び提供
○成人・青少年に対するサービスの企画運営 ○成人・青少年に対するサービスの企画運営・文字活字文化の日関連事業の実施（ブックフィルム講習会…
○一般サービス・選定会議の運営（週１回程度） 当該年度 全館で開催・読書講演会）・館内研修会開催（参考資料研修など）○視聴覚資料の維持管理（通年）○多文
○館内研修の実施 執行計画 化サービスの実施（アビスタ本館）○男女共同参画コーナーの維持（アビスタ本館）○闘病記・緩和ケアコ

(3)事業内容 内　　容 ○特徴あるコーナーの運営 ーナーの維持（アビスタ本館）○特集コーナーの運営○鳥の本コーナーの維持○相談・調査対応業務記録の
作成・運用○他課との連携・共催事業の実施
年間貸出利用者数（１２歳以下・団体利用は除く） 想定値 248当該年度

単位 千人
活動結果指標 実績値 168

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 図書館利用者を増加させる。 直接 年間貸出利用者数（１２歳以下・団体利用は除く） 千人 240 248

令和 3年度 図書館利用者を増加させる。 直接 年間貸出利用者数（１２歳以下・団体利用は除く） 千人 249

令和 4年度 図書館利用者を増加させる。 直接 年間貸出利用者数（１２歳以下・団体利用は除く） 千人 250

資料購入費の減少により新刊図書の購入冊数が不足し、汚破損した図書の補充もままならないが、全館調整を徹底して、効果的
(7)事業実施上の課題と対応 ・効率的な購入に努める。 代替案検討 ○有 ●無

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（3号）０.４１人 1,181 会計年度任用職員報酬他（司書） 1,132 1,086 会計年度任用職員報酬他（司書） 3,478 会計年度任用職員報酬他（司書） 3,478
事務用消耗品 10 1.31人 １．３１人 １．３１人
消耗品費（逐次刊行物） 6,006 事務用消耗品 7 7 事務用消耗品 7 事務用消耗品 7
図書資料購入費（一般書） 16,352 図書資料購入費（一般書） 15,501 15,501 図書資料購入費（一般書） 16,236 図書資料購入費（一般書） 16,236

消耗品費（逐次刊行物） 6,065 5,960 消耗品費（逐次刊行物） 6,065 消耗品費（逐次刊行物） 6,065

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 23,549 合　　計 22,705 22,554 合　　計 25,786 合　　計 25,786
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 23,549 22,705 22,554 25,786 25,786

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.76 0.79 0.79 0.79 0.79
正職員人件費 6,688 6,873 6,873 6,873 6,873

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,181 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 30,237 29,578 29,427 32,659 32,659
(11)単位費用

113.25千円／千人 119.27千円／千人 175.16
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

成人・青少年へのサービスは、その対象（１３歳以上）が図書館年間貸出利用者数の約９０％であり、利用者の大半への ●①事前確認での想定どおり
サービスである。また、貸出をしないで館内で閲覧するだけの利用者も多く、貸出利用者数には表れない利用もある。利 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 用者の大半が対象となることから、質の高いサービスの提供は図書館利用満足度の向上に欠かせない。また、庁内の他課 ○要
   背景は？(事業の必要性) と連携していくことで今までになかった学習を提供していくことは、市民の自主的な生涯学習につながっていく。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

コロナ禍で利用は減少しているが、対象の１３歳以上の利用者は全体の９０％以上をしめていることから、図書館利用の
大半であることに変わりはなく、サービスの根幹となっている。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ ■①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市が主導でサービスをおこなうことで、コロナ禍でも対策を

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 取り、安全安心な利用と継続的なサービスを提供できる。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(千人) 目標値(b)(千人) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(千人) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
240 248 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウィルス感染症拡大防止対策として、緊急事態宣言の中約２か月の臨
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 168 67.74

時休館をしたため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 29,578 659 29,427 99.49
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

2.18

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウィルス感染症拡大防止対策として、緊急事

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 態宣言の中約２か月の臨時休館をしたため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.84

千人 10万円 0.57 67.86

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
新型コロナウィルス感染症対策として、短時間の利用をお願いしている状況は、今後の図書館利用に変化をもたらすものと考える（長期滞在型
から貸出・予約重視型へ）。しかし、時代にそくした適切な資料を収集・提供していくことで、信頼される図書館になる。また、感染症という
目に見えない不安においては、安心安全に利用してもらう方法を常に考えていく必要性があることから、今後も引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1506 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 成人・青少年へのサービス 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 8 人 (換算人数 0.79 人）
(1)事業概要

(当　初) 30,313 千円 (うち人件費 6,873 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 29,578 千円 (うち人件費 6,873 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 中学生



市・千葉県の郷土・行政資料の収集・保存・提供に努め、学びた
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 い時に学べる学習機会を充実させる。我孫子市の魅力発信を支え、他課との連携・情報収集に努め、図書館
展開方向

資料を活用し市民への情報発信を行う。我孫子資料は、特に本館が中心となり、収集・保存する。
○我孫子資料・千葉県資料の選定・収集・保存　○行政資料の収集・保存 ○我孫子資料・千葉県資料…選定・収集・提供・保存（通年）○行政資料…行政資料の確実な収集・提供・
○白樺文学館・杉村楚人冠記念館との連携　○まちづくりコーナーの整備 保存（通年）○白樺文学館・杉村楚人冠記念館等市内文化施設との連携による展示と事業の展開（通年）○
○資料・情報提供により、市役所各課を支援する。 当該年度 楚人冠講座の開催（年２回）○「まちづくりコーナー」の整備（通年）○「我孫子を調べる」改訂・発行（
○「市民の著作コーナー」の運営 執行計画 通年）○市民の著作コーナー…著述者や作家のものは網羅的に収集、市民の著作寄贈本は受入・保存する。

(3)事業内容 内　　容 ○「我孫子市ゆかりの人と作品コーナー」の運営 （通年）○「我孫子市ゆかりの人と作品」コーナー（通年）○「手賀沼コーナー」（通年）　○我孫子市関
○「手賀沼コーナー」の運営 連記事コピーと保存（通年）
○我孫子市関連記事のコピーと保存　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 郷土行政資料（我孫子資料・千葉県資料）の所蔵冊数 想定値 19,400当該年度
 ○他課と連携を取り、図書館資料を活用しながら、協力して事業を展開する。 単位 冊

活動結果指標 実績値 20,194

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 郷土行政資料サービスを充実させることで、より多くの市民の郷土・行政への理解や関心を高め、図書館の利用増を図る。 直接 郷土行政資料（我孫子資料・千葉県資料）の年間貸出冊数 冊 2,967 3,400

令和 3年度 郷土行政資料サービスを充実させることで、より多くの市民の郷土・行政への理解や関心を高め、図書館の利用増を図る。 直接 郷土行政資料（我孫子資料・千葉県資料）の年間貸出冊数 冊 3,420

令和 4年度 郷土行政資料サービスを充実させることで、より多くの市民の郷土・行政への理解や関心を高め、図書館の利用増を図る。 直接 郷土行政資料（我孫子資料・千葉県資料）の年間貸出冊数 冊 3,440

我孫子にゆかりの人と作品コーナーの運営においては、白樺文学館や杉村楚人冠記念館との連携が欠かせない。資料の相互利用
(7)事業実施上の課題と対応 や催しでの相互ＰＲなど連携を強化していく。また他の市内文化施設とも連携し展示や資料提供の工夫をしていく。 代替案検討 ○有 ●無

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報酬他（３号）０．３２人 922 会計年度任用職員報酬他（司書） 828 794 会計年度任用職員報酬他（司書） 823 会計年度任用職員報酬他（司書） 823
事務用消耗品 60 0.31人 ０．３１人 ０．３１人

事務用消耗品 58 54 事務用消耗品 58 事務用消耗品 58

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 982 合　　計 886 848 合　　計 881 合　　計 881
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 982 886 848 881 881

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.16 0.06 0.06 0.17 0.17
正職員人件費 1,408 522 522 1,479 1,479

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 922 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 2,390 1,408 1,370 2,360 2,360
(11)単位費用

0.13千円／冊 0.07千円／冊 0.07
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

我孫子資料・千葉県資料・行政資料の収集・保存・提供は、市民が我孫子市を知り、理解し、愛着をもって生活し、主体 ●①事前確認での想定どおり
的に行政に係わるために必要である。特に「我孫子にゆかりの人々」についての資料は重要と考え、白樺文学館や杉村楚 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ 人冠記念館等市内文化施設と連携をとり、催し物の実施にあたっては相互に協力や資料の紹介・提供等を行う必要がある ○要
   背景は？(事業の必要性) 。また、今後は次世代への働きかけが重要であると考え、我孫子に関する資料を簡単な解題と共に紹介した「我孫子を調 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

べる」の改訂・発行を欠かさず行っていく。 コロナ禍における臨時休館やそれにともなう利用の減少はあったが、地域資料を収集・保存・提供を継続することができ
た。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 市主導で地域資料を俯瞰的視点から収集し、保存・提供する

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 ことができた。
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 手賀沼の資料を集めたコーナーの維持管理とＰＲ 郷土資料として手賀沼コーナーを作り、手賀沼に関する資料 ●①想定どおり
□②生き物と共存している を積極的に収集し、調べものに対応している。 ○②想定どおりでなかった
■③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
□⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞

効
　
率
　
性

現況値(a)(冊) 目標値(b)(冊) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(冊) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
2,967 3,400 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウィルス感染症拡大防止対策として、緊急事態宣言の中、臨時休館を
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 2,824 83.06

したことで利用が減少したため
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 1,408 982 1,370 97.3
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

41.09

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウィルス感染症拡大防止対策として、緊急事

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 態宣言の中、臨時休館をしたことで利用が減少したため

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 241.48

冊 10万円 206.13 85.36

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
コロナ禍における臨時休館や利用の減少がある中、くまなく地域資料を選定し、蔵書を増やすことができた。どのような状況においても、根幹
業務を遂行できたため、今後も引き続き推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1509 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 郷土行政資料サービス 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 2 人 (換算人数 0.06 人）
(1)事業概要

(当　初) 1,408 千円 (うち人件費 522 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 市民の郷土への関心を高めるため、我孫子



人間形成、人生経験に好ましい影響を及ぼすことの出来る図書を選定し提供する。児童生徒
施策目的・

(2)目的 の学習事業や公民館の学級・講座・生涯学習出前講座の拡充などにより、学習機会の充実に努めます。 事業目的 の学習活動の機会を提供し、読書の楽しみと図書館利用の促進をはかるために、おはなし会や講座を実施す
展開方向

る。また、市内小中学校と連携、協力し、学校図書館の充実と調べ学習のバックアップ体制を整える。
○新刊を含む児童書の選定・内容検討等 ○新刊を含む児童書の選定・内容検討等（週１回程度）見計らい（年１～２回）○児童へのサービスに関す
○児童へのサービスの企画運営(おはなし会、親子で楽しむおはなし会、そよかぜおはなしタイム、子ども る企画運営①おはなし会（アビスタ本館）（布佐分館）各月２回②親子で楽しむおはなし会（アビスタ本館
のための科学実験講座、文字活字文化の日（１０月２７日）関連事業（よむよむラリー）、子ども読書の日 当該年度 ）月２回（布佐分館）月１回③そよかぜおはなしタイム（移動図書館）２ステーション各月１回、子どもの
（４月２３日）関連事業、館内研修の実施など） 執行計画 ための科学実験講座（アビスタ本館）（布佐分館）各年１回、文字活字文化の日（１０月２７日）関連事業

(3)事業内容 内　　容 ○学校図書館支援・整備、調べ学習への支援 （よむよむラリー）、子ども読書の日（４月２３日）関連事業　○館内研修月１回　○学校図書館市民図書
○学校図書館市民図書館連絡会議で、子どもたちの読書環境向上と読書普及のための方策を協議する。 館連絡会議（指導課主催）年２回参加○調べ学習等授業支援　随時○学校図書館整備支援　随時　　　　
　 児童書の貸出冊数 想定値 213当該年度

単位 千冊
活動結果指標 実績値 131

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 児童へのサービスを充実させ、利用を増加させる。 直接 文字活字文化の日（関連事業）よむよむラリーのゴール数 枚 1,259 1,265

令和 3年度 児童へのサービスを充実させ、利用を増加させる。 直接 文字活字文化の日（関連事業）よむよむラリーのゴール数 枚 1,270

令和 4年度 児童へのサービスを充実させ、利用を増加させる。 直接 文字活字文化の日（関連事業）よむよむラリーのゴール数 枚 1,275

読書の楽しみを知ってもらうためには各事業のＰＲの工夫をし利用を促進していく必要がある。
(7)事業実施上の課題と対応 代替案検討 ○有 ●無

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

嘱託職員報償他（３号）０．６１人 1,758 会計年度任用職員報酬他（司書） 1,436 1,377 会計年度任用職員報酬他（司書） 1,620 会計年度任用職員報酬他（司書） 1,620
図書資料購入費（児童書） 2,725 0.52人 ０．６１人 ０．６１人
講師報償費 40 図書資料購入費（児童書） 3,397 3,397 図書資料購入費（児童書） 2,722 図書資料購入費（児童書） 2,722
市民スタッフ報償費 40 講師報償費 40 0 講師報償費 40 講師報償費 40
普通旅費 6 市民スタッフ報償費 40 40 市民スタッフ報償費 40 市民スタッフ報償費 40
事務用消耗品 54 普通旅費 11 0 普通旅費 11 普通旅費 11

事務用消耗品 51 37 事務用消耗品 51 事務用消耗品 51
実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 4,623 合　　計 4,975 4,851 合　　計 4,484 合　　計 4,484
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 4,623 4,975 4,851 4,484 4,484

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 1.04 1.03 1.03 1.04 1.04
正職員人件費 9,152 8,961 8,961 9,048 9,048

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 1,758 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 13,775 13,936 13,812 13,532 13,532
(11)単位費用

0.06千円／冊 65.43千円／千冊 105.44
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

子どもと本を結びつけることは、子どもの「生きていく力」を育み、健全な心身の育成のために必要である。 ●①事前確認での想定どおり
○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

子どもの読書活動は、子ども言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を豊かにし、人生をより深く生きる力を身
につけていく上で欠くことができないものであるため。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている □②市が主導で進めなければ実効性がなかった おはなし会(親子で楽しむおはなし会、おはなし会、そよか

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 ぜおはなしタイム)、よむよむラリーの実施。
□その他 　促進された 児童図書の貸出。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した 児童図書に関する調査研究支援。
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ ■⑤サービス水準が確保された 学校図書室整備支援。 ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された 学校の調べ学習支援。 ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した ■⑦その他 おうちでよむよむセット貸出。
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の 市が実施することにより、専門知識や経験を有する職員が、より高度で充実したサービスを市民に提供することができた
実現が図られる 。

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り おはなし会（布佐分館）月２回、そよかぜおはなしタイム（ 市民スタッフと協働し、本館での親子で楽しむおはなし会、 ○①当初期待した以上
●②事業実施時に市民の参画有り 移動図書館）月２回を、市民スタッフと職員で協働して行っ そよかぜおはなしタイムでの絵本の読み聞かせを行った。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ている。 ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(枚) 目標値(b)(枚) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

□①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(枚) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ ■②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
1,259 1,265 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

コロナ禍でもよむよむラリーが実施できるよう内容を工夫し、小学校への用紙配
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 2,155 170.36

布等も行ったため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) □②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 ■⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 13,936 △161 13,812 99.11
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

該当なし

△1.17

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 コロナ禍でもよむよむラリーが実施できるよう内容を工

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 夫し、小学校への用紙配布等も行ったため。

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 9.08

枚 10万円 15.6 171.81

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
子どもと本を結びつけることは、子どもの「生きていく力」を育み、健全な心身の育成のために必要であるため、引き続き現状どおり推進して
いく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 1511 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 児童へのサービス 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 ～ ⑥担当職員数 5 人 (換算人数 1.03 人）
(1)事業概要

(当　初) 13,261 千円 (うち人件費 8,961 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 13,936 千円 (うち人件費 8,961 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51101 重点なし ○有 ●無 (計画名) 生涯学習推進計画

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民が学びたいときに学ぶことのできるよう、図書館や鳥の博物館、白樺文学館、視聴覚ライブラリーなど 子どもの発達や



の読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、家庭、地
施策目的・

(2)目的 どを進めて、生涯学習振興に関する行政施策を総合的に推進します。また、学習に関する情報提供、相談体 事業目的 域、市民図書館、学校等における子どもの読書環境の整備・充実を図り、相互連携を深め、読書活動の推進
展開方向

制の充実を図るとともに、他の自治体や市民団体、大学、研究機関、企業などとの連携を強化するなど、市 が子どもが健やかに成長し自ら考え課題解決でき、自立した人生を送る手助けになることを目的とする。
平成３０年度に「子どもの読書活動の推進に関する法律」第9条の規定に基づき、「我孫子市子どもの読書 ・「計画」の実施、進行管理
活動推進計画」（以下「計画」という。）を策定し、平成３１年度以降は計画の実施、進行管理を行う。特
に、学校図書館支援センター機能の確立を目指す。 当該年度

執行計画
(3)事業内容 内　　容

学校図書館との連携による授業支援 想定値 33当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 45

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 「計画」を推進し、我孫子市の子どもの読書活動を充実させる。 直接 学校図書館との連携による授業支援 回 32 33

令和 3年度 「計画」を推進し、我孫子市の子どもの読書活動を充実させる。 直接 学校図書館との連携による授業支援 回 34

令和 4年度 「計画」を推進し、我孫子市の子どもの読書活動を充実させる。 直接 学校図書館との連携による授業支援 回 35

他課との連携に努め、「学校図書館支援センター」を軌道に乗せ、事業の推進を図る。特に、学校図書館の役割は重要であり、
(7)事業実施上の課題と対応 子どもの読書活動を推進するにあたって、モデル校の設定及び学校間・学校・市民図書館間の図書物流ルートの整備等懸案事項 代替案検討 ○有 ●無

を整理する。

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

計画の実施、進行管理 計画の実施、進行管理 計画の実施、進行管理 計画の実施、進行管理
講師報償費 50 講師報償費 50 0 講師報償費 50 アンケートの実施

※新型コロナウイルス感染症の影響 講師報償費 50
により、児童書に関する講演会を
開催しなかった。

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 50 合　　計 50 0 合　　計 50 合　　計 50
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 50 50 0 50 50

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.04 0.03 0.03 0.04 0.04
正職員人件費 352 261 261 348 348

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 402 311 261 398 398
(11)単位費用

13.4千円／回 9.42千円／回 5.8
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

「計画」は、本市で育つすべての子どもたちが、読書の楽しさを知り、自ら考え、課題解決できる自立した人間に成長し ●①事前確認での想定どおり
、豊かな人生が送れるよう、あらゆる機会と場所において、自主的に読書活動ができる環境を整え、市民図書館、学校及 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ び関係機関等が連携し、子どもの読書活動推進を確立していくために必要なものです。 ○要
   背景は？(事業の必要性) ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

子どもの読書活動の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、家庭・地域・図書館・学校等における読書環境の整
備・充実を図り相互の連携を深めることは、子どもが自ら考え課題解決できる自立した人間に成長するため重要である。

●①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) ■法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった ・子どもの読書に関して経験豊富で専門的知識を備える司書

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 がいる図書館に事務局を置いていることにより、施策を有効
□その他 　促進された に進めることができた。

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した ・我孫子市における子どもの読書活動推進に関する状況調査
(2)市が実施する必要性は

○②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された を行った。 ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

□市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
●①事業計画時に市民の参画有り 策定時にパブコメを実施。また、生涯学習審議会等で市民の 生涯学習審議会に、毎年度、状況調査票を提出する。 ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り 声を聞いた。 ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
○⑥その他

＜その他の内容＞

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし。 ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし。

効
　
率
　
性

現況値(a)(回) 目標値(b)(回) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ●①目標値達成
○②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(回) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
32 33 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

市民図書館から学校への連絡便、移動図書館の並木小、三小への巡回、学校図書
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 45 136.36

館への調べ学習のＰＲ等により授業支援件数が増えたため。
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ●①想定事業費未満 事業費の削減対策について
○②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 311 91 261 83.92
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

新型コロナウイルス感染症の影響により、講演会が開催できず、予算を
執行できなかったため。

22.64

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ●①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 市民図書館から学校への連絡便、移動図書館の並木小、

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ○③目標値以下 三小への巡回、学校図書館への調べ学習のＰＲ等により

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 10.61 授業支援件数が増えたため。

回 10万円 17.24 162.49

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
本事業は、子どもが自ら考え課題解決できる自立した人間に成長するため重要であることから、関係課と連携を図りながら、引き続き我孫子市
における子どもの読書活動を推進していく。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 2161 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ○有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 子どもの読書活動推進計画の進行管理 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成31年度 ～ ⑥担当職員数 3 人 (換算人数 0.03 人）
(1)事業概要

(当　初) 311 千円 (うち人件費 261 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51201 重点なし ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

市民の学習活動を活発にするため、市が行う生涯学習関連事業の体系化や事業内容の充実、情報の共有化な 我孫子市の現状等を踏まえ、子ども



子市公共施設等総合管理計画との整合性を図り
施策目的・

(2)目的 施設の整備を計画的に進めるとともに、学校施設など既存施設の有効活用を推進し、身近な場所で学習がで 事業目的 ながら、今後の老朽化を見据えて、修繕や買い替え等計画的に進め、運営方針の見直しをおこない、時代に
展開方向

きるようにします。また、湖北地区図書館の整備については、湖北台地区に立地し、老朽化への対応が急が あった図書館サービスを提供していく。
我孫子市公共施設等総合管理計画及び湖北台地区公共施設の整備方針の進捗状況を把握しつつ、市内全体の 方針の進行管理及び必要に応じて見直しを協議する。
図書館利用動向をとらえた運営形態・維持管理を適正に計画する。

当該年度
執行計画

(3)事業内容 内　　容

館内会議における進行管理報告と見直しの協議 想定値 3当該年度
単位 回

活動結果指標 実績値 2

(4)達成目標(期待する成果) 達成目標(期待する成果) 指標種類 指　　標 単位 (5)現況値 (6)目標値

当該年度 館内会議における進行管理報告と見直しの協議 直接 館内会議における進行管理報告と見直しの協議 回 0 3

令和 3年度 館内会議における進行管理報告と見直しの協議 直接 館内会議における進行管理報告と見直しの協議 回 3

令和 4年度 館内会議における進行管理報告と見直しの協議 直接 館内会議における進行管理報告と見直しの協議 回 3

我孫子市公共施設等総合管理計画及び特に湖北台分館については湖北台地区公共施設の整備方針の進捗状況を把握し整合性を図
(7)事業実施上の課題と対応 る。 代替案検討 ○有 ●無

平成31年度 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度

政
策

金額(千円) 政
策

予算額(千円) 決算額(千円) 政
策

金額(千円) 政
策

金額(千円)内　　容 内　　容 内　　容 内　　容

図書館整備方針の作成 図書館整備方針の進行管理と見直し 図書館整備方針の進行管理と見直し 図書館整備方針の進行管理と見直し

実施内容

(8)施行事項
費　　用

予算(決算)額 合　　計 0 合　　計 0 0 合　　計 0 合　　計 0
国庫支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
県支出金 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0 0 補助率 0 ％ 0 補助率 0 ％ 0
起債 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0 0 充当率 0 ％ 0 充当率 0 ％ 0

(9)財源内訳
一般財源 0 0 0 0 0

その他の財源 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0 □特会 □受益 □基金 □その他 0
換算人数(人) 0.12 0.05 0.05 0.07 0.07
正職員人件費 1,056 435 435 609 609

(10)人件費等
嘱託職員報酬額 0 0 0 0 0
臨時職員賃金額 0 0 0 0 0

事業費(予算(決算)額＋正職員人件費) 1,056 435 435 609 609
(11)単位費用

352千円／回 145千円／回 217.5
    (事業費／活動結果指標)

２．事業の評価(DO+CHECK)

評価項目 事　前　評　価 事　後　評　価（評価結果に応じ、改善案検討（拡充も含む）） 改善検討

必
　
要
　
性

情報拠点としての図書館機能を維持し、図書館の使命である資料の収集・提供・保存を確実におこなっていくため、また ●①事前確認での想定どおり
、市の財政状況や社会情勢を鑑みた運営方法を検討するため、今後の図書館の運営形態や維持管理計画を再検討し、市民 ○②事前確認での想定どおりでなかった

(1)事業が今必要である理由・ サービス向上を図っていくことは最優先事項である。さらに、図書館サービスは安定した継続性が重要であることを念頭 ○要
   背景は？(事業の必要性) において進めていく必要がある。 ＜想定どおりとした理由／想定どおりでなかった原因＞ ●不要

令和２年度は新型コロナウィルス感染症対策に終始した１年であり、対面での会議を減らし、メールでの協議を進めるな
どしたため。

○①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できない ＜その他の内容＞ □①民間企業、ＮＰＯ、市民団体等では実施できなかった ＜市実施の具体的な内容・必要性の理由＞
(理由) □法令等で市が実施することが定められている ■②市が主導で進めなければ実効性がなかった 図書館行政の今後のあり方については市が主導で構築し、継

□提供主体が市しかない □③市が先導役となったことで市民へ普及が一層 続したサービス提供をおこなう必要があるため
□その他 　促進された

□④市の支援が政策・施策の目標の実現に貢献した
(2)市が実施する必要性は

●②自治体である市が推進すべきである ＜その他の内容＞ □⑤サービス水準が確保された ○要
   あるか？

(理由) □市が主導で進めることにより実効性が得られる □⑥サービスの安定供給基盤が確保された ●不要
   (市実施の必要性)

■市が実施・提供することにより、良質で安定した □⑦その他
サービスが保証される ＜その他の内容＞

□市が支援することにより政策・施策の目標の
実現が図られる

□その他

参
加
・
協
働
の
工
夫

実施した参加・協働の具体的な内容（又は今後、
参加・協働の内容 工夫の具体的な内容 参加・協働の程度・内容

参加・協働が考えられる場合にはその内容）
○①事業計画時に市民の参画有り 該当なし ○①当初期待した以上
○②事業実施時に市民の参画有り ●②当初期待したとおり
○③管理・運営に市民の参画有り ○③当初の期待以下

市民の参加や市民との協働を
○④市民の自主的な活動と連携している ○要

工夫しているか？
○⑤市民と共同で事業を実施 ＜期待した以上となった理由／期待以下であった原因＞ ●不要

(体制づくり)
●⑥その他

＜その他の内容＞
該当なし

環
境
へ
の
配
慮

配慮の視点 取組む内容 実施した具体的な内容 環境への配慮

□①自然環境を生かしている 該当なし ●①想定どおり
□②生き物と共存している ○②想定どおりでなかった
□③手賀沼を意識している

環境に配慮して事業を進めて
□④環境負荷低減に貢献している ＜想定どおりでなかった原因＞ ○要

いるか？
■⑤その他 ●不要

＜その他の内容＞
該当なし

効
　
率
　
性

現況値(a)(回) 目標値(b)(回) 目標値の妥当性のチェック 達成状況 ○①目標値達成
●②目標値未達成

■①客観的なデータ・事実に基づき設定している 実績値(f)(回) 達成率(％)
(1)目標設定は適切か？ □②現況値と比べ実現性が乏しい値ではない (f/b×100) ○要

＜目標を達成した理由／未達成となった原因＞
0 3 □③現況値との差が小さい値ではない ●不要

新型コロナウィルス感染症対策のため対面での会議や協議を減らしたため
□④適当な比較対象が有る場合、比較対象例における目標値(と現況値の差)と 2 66.67
　同等の水準である

対策実施による事業費削減 実施予定の対策 実施状況 ○①想定事業費未満 事業費の削減対策について
●②概ね想定事業費以内

事業費削減額(d) □①国・県助成制度活用 □⑤ＰＦＩ等民間資本の活用 対事業費(％) ●①事前の想定どおり
事業費(c)(千円) 実績値(g)(千円) ○③想定事業費超過

(千円) ■②現有体制での対応 □⑥受益者負担 (g/c)×100 ○②事前の想定どおりでなかった
□③維持管理費の削減策の実施 □⑦その他

(2)事業費削減の工夫をして 435 621 435 100
□④民間委託 ＜想定どおり削減できなかった原因＞ ○要

   いるか？
事業費削減率(％) ＜削減の内容＞ ＜超過理由等＞ ●不要

58.81

目標値対事業費(e) 計算方法 達成状況 ○①目標値以上 ＜目標値以上となった理由／目標値以下であった原因＞
(3)目標値を実現する為に ○②目標値と同程度 新型コロナウィルス感染症対策として対面での会議や協

単位 費用単位 ●①単年度の指標：目標値×費用単位／事業費 対目標値(％) ○要
   投じる事業費は適正か？ 実績値(h) ●③目標値以下 議を減らしたため

○②複数年度の指標：(目標値－現況値)×費用単位／事業費 (h/e)×100 ●不要
   (目標対費用) 0.69

回 10万円 0.46 66.67

３．事後評価

●現状どおり推進 ○拡充 ○縮小 ○結合 ○休止 ○廃止 ○事業手法見直し ○その他(事業完了など)

評
　
価

評価コメント 改善策及び展開方向
「図書館運営　今後のあり方」の検討については、新型コロナウイルス対応等で遅滞しているが、課内調整中であり、令和3年度にまとめる予
定。

様式第３号 事務事業評価表（令和 2年度）

事業コード 2236 課コード 1606 会計種別 一般会計 予算の種類 □政策 ■経常 □なし

１．事業の概要(PLAN)

基本事業 実施計画への
①事業名 ●有 ○無 ②部課名 生涯学習部・図書館

個別事業 図書館の整備 位置づけ

③事業主体 ●市 ○その他（ ） ④対象地区 □我孫子 □天王台 □湖北 □新木 □布佐 ■全市

⑤事業期間 平成30年度 ～ ⑥担当職員数 1 人 (換算人数 0.05 人）
(1)事業概要

(当　初) 435 千円 (うち人件費 435 千円）⑦事業費
総事業費 0 千円 当該(開始)年度

(人件費含む) (変更後) 千円 (うち人件費 千円）

施策 重点プロジェクト 基本計画地区別 部門別計画への
⑧施策の位置づけ 51103 重点なし ○有 ●無 (計画名)

コード への位置づけ 計画への位置づけ 位置づけ

学習する場の充実を図るため、公民館や図書館、鳥の博物館、白樺文学館などの施設の充実や、学習の拠点 各図書館、移動図書館の維持管理・運営形態について、我孫


